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いよいよ待望の覚醒第２弾！
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4

各
巻
の
構
成

【
第
1
巻
】
我
々
は
通
常
、
自
分
の
身
体
や
も
の
の
考
え
方
、
自
分
の
名
前
な
ど
を
も
っ
て
「
自
分
」
と
思

っ
て
い
る
が
、
実
は
そ
れ
は
錯
覚
で
あ
る
と
い
う
こ
と
（
第
1
章
）、
そ
し
て
、
ア
イ
ク
が
1
9
9
0
年
に

覚
醒
の
旅
を
始
め
る
ま
で
に
辿た
ど

っ
た
人
生
経
験
の
必
然
性
（
第
2
章
）、
覚
醒
の
旅
を
始
め
て
以
降
、
世
間

か
ら
大
々
的
に
嘲ち
よ
う

笑し
よ
う
さ
れ
る
こ
と
で
真
の
自
由
を
得
た
こ
と
（
第
3
章
）
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

【
第
2
巻
】
第
4
章
よ
り
、
ア
イ
ク
が
過
去
に
行
っ
て
き
た
真
実
の
解
明
の
内
容
が
、
解
明
を
行
っ
た
順
に

（
解
明
に
導
か
れ
た
順
に
）
紹
介
し
て
あ
る
。
太
古
の
「
黄
金
の
時
代
」
の
終
焉
を
も
た
ら
し
た
地
殻
変
動

（
大
洪
水
）
の
後
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
地
に
出
現
し
た
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
。
そ
れ
が
、
バ
ビ
ロ
ン
、
エ
ジ
プ

ト
、
ロ
ー
マ
、
ロ
ン
ド
ン
（
バ
ビ
ロ
ン
ド
ン
）
と
変
遷
し
、
今
日
の
世
界
支
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
た

（
第
4
章
）。
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
地
球
規
模
の
蜘く

蛛も

の
巣
（
ウ
ェ
ブ
）、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
支
配
構
造
（
第
5
章
）。

イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
血
筋
の
中
核
を
な
す
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
と
そ
の
金
融
支
配
の
手
口
（
第
6
章
）。「
ユ
ダ

ヤ
の
陰
謀
」
と
言
わ
れ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
。
陰
謀
を
巡
ら
し
て
い
る
の
は

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
る
（
第
7
章
）。

【
第
3
巻
】
人
類
支
配
の
基
本
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
①
Ｐ
Ｒ
Ｓ
（
問
題
を
作
る
↓
人
々
に
反
応
さ
せ
る
↓
支

SAMPLE
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配
に
都
合
の
よ
い
解
決
策
を
実
施
）、
②
全
体
主
義
者
の
忍
び
足
に
つ
い
て
、
9
･
11
事
件
、
地
球
温
暖
化

詐
欺
な
ど
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
し
て
解
説
（
第
8
章
、
第
9
章
）。

【
第
4
巻
】
人
間
の
基
本
的
な
行
動
や
感
情
を
支
配
す
る
爬
虫
類
脳
。
現
在
の
人
類
は
爬
虫
類
人
の
遺
伝
子

操
作
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
（
第
10
章
）。
世
界
各
地
の
古
代
神
話
・
伝
説
・
信
仰
に
共
通
す
る
蛇
崇
拝
は
、

現
在
の
悪
魔
崇
拝
や
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
（
第
11
章
）。

【
第
5
巻
】
言
語
に
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
蛇
の
人
類
支
配
を
言
語
学
の
視
点
で
分
析
（
第
12
章
）。
爬
虫
類
人

は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
（
地
下
世
界
、
変
身
の
こ
と
な
ど
）（
第
13
章
）。
月
は
、
自
然
の
天
体
で
は
な
く
、

工
作
さ
れ
た
宇
宙
船
で
あ
る
可
能
性
を
検
証
（
第
14
章
）。

【
第
6
巻
】
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林
で
聞
こ
え
た
「
声
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
愛
だ
け
が
真
実
で
あ
り
、
他
は

何
も
か
も
錯
覚
だ
っ
た
（
第
15
章
）。
人
体
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
た
と
え
、
宇
宙
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
た

と
え
る
ア
イ
ク
の
宇
宙
論
（
第
16
、
17
章
）。
時
間
と
空
間
と
い
う
錯
覚
（
第
18
章
）。

【
第
7
巻
】
月
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
。
月
か
ら
の
人
類
支
配
の
仕
組
み
（
第
19
章
）。

【
第
8
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅰ
人
口
削
減
と
心
身
へ
の
攻
撃
（
第
20
〜
22
章
）。

【
第
9
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅱ
世
界
政
府
と
自
由
の
剝は
く
奪だ
つ
（
第
23
〜
25
章
）。

【
第
10
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅲ
社
会
福
祉
の
正
体
（
第
26
〜
28
章
）
と
結
び
。

SAMPLE



エジプト文明

黒海

海

カハザール
ス
ピ

メソポタミア
インダス文明

メソポタミア（シュメール、バビロニア）とインダス、エジプト文明は
単一の帝国だった。シュメール人はハザール帝国に移住し、さらに欧州
で「ユダヤ人」となった。これが血筋の故郷だ。

（
第
2
巻
ま
え
が
き
）

　
1
9
5
2
年
、
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
イ
ク
は
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
貧
困
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
退
屈
な
授
業
の
学
校
で
唯

一
の
活
路
と
し
て
見
出
し
た
サ
ッ
カ
ー
の
道
。
だ
が
、
せ
っ

か
く
手
に
入
れ
た
プ
ロ
・
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
地
位
も
、
あ
っ

け
な
く
関
節
炎
で
失
っ
て
し
ま
う
。

　
い
く
つ
も
の
「
偶
然
」
で
Ｂ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー
ツ
解

説
者
に
な
っ
た
が
、
そ
の
仕
事
も
「
偶
然
」
に
ワ
イ
ト
島
で

行
わ
れ
た
人
頭
税
の
初
審
問
事
件
を
き
っ
か
け
に
失
っ
て
し

ま
う
。
ワ
イ
ト
島
で
英
国
緑
の
党
の
支
部
を
結
成
し
た
ア
イ

ク
は
、
や
は
り
「
偶
然
」
に
よ
っ
て
緑
の
党
が
世
間
の
一
躍

脚
光
を
浴
び
る
直
前
に
党
の
全
国
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
な
る
。

だ
が
、
緑
の
党
が
既
存
の
主
要
政
党
と
同
じ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

一
部
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
気
付
く
ま
で
、
そ
れ
ほ
ど
長
く
は

か
か
ら
な
か
っ
た
。

　
霊
能
者
を
介
し
て
得
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ペ
ル
ー
で
の
ク
ン

ダ
リ
ー
ニ
覚
醒
を
通
じ
、
1
9
9
0
年
、
つ
い
に
ア
イ
ク
は

真
実
に
覚
醒
す
る
旅
を
始
め
る
。
彼
は
「
正
気
を
取
り
戻

す
」
経
験
を
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
人
々
は
そ
れ
を

「
狂
気
」
と
嘲
笑
し
た
。

　
覚
醒
に
至
る
ア
イ
ク
の
人
生
の
「
経
験
」
を
二
つ
の
観
点
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ロシア

ウクライナ

チュニジア

リビア
エジプト

スーダン

ソマリア

イスラエル

トルコ アルメニア
グルジア

カザフスタン

ウズベキスタン

トルクメニスタン
アゼルバイジャン

イラク イラン
アフガニスタン

パキスタン

「ロスチャイルド」
　　アラビア

現在、ハードパワー（軍事力）とソフトパワー（民主主義・人権）の両面
でペンタゴンの拡大中東プロジェクトが展開中の地域。

が
眺
め
て
い
た
。

　
一
つ
は
、
人
間
と
し
て
の
通
常
の
観
点
、
心
マ
イ
ン
ド

を
通
じ
た

認
識
。

　
も
う
一
つ
は
、
根コ
ン
シ
ヤ
ス
ネ
ス

源
の
意
識
を
通
じ
た
認
識
だ
っ
た
。

　

心
マ
イ
ン
ド

は
驚
き
、
嘆
き
、
悲
し
み
、
絶
望
し
て
い
た
が
、
根

源
意
識
は
い
つ
も
大
丈
夫
だ
と
言
っ
て
い
た
。
全
て
は
必
然

だ
と
知
っ
て
い
た
。

　
我
々
は
全
て
知
っ
て
い
る
。

　
忘
れ
て
い
る
だ
け
だ
。

　
こ
の
第
2
巻
よ
り
、
ア
イ
ク
の
真
実
の
解
明
の
旅
の
成
果

が
順
を
追
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
最
初
に
ア
イ
ク
の
関
心
を
引
き
付
け
た
の
は
、
チ
グ
リ
ス

川
と
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

（
シ
ュ
メ
ー
ル
）
だ
っ
た
。
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
文
明
を
終
焉

さ
せ
た
大
洪
水
（
地
殻
変
動
）
を
生
き
延
び
た
血
筋
が
、
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
（
シ
ュ
メ
ー
ル
、
バ
ビ
ロ
ン
）、
ハ
ザ
ー
ル
帝

国
（
カ
ス
ピ
海
と
黒
海
に
挟
ま
れ
た
地
域
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
し
て
継
続
し
、
今
も
な
お
、
世
界
を
背

後
か
ら
操
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
シ

オ
ニ
ス
ト
」（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
と
な
っ
た
彼
ら
は
、
ま
さ
に

今
、
彼
ら
の
縁ゆ
か
り

の
地
で
世
界
大
戦
を
展
開
し
て
い
る
。

SAMPLE



目
次　
人
類
よ
起
ち
上
が
れ
！　
ム
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス﹇
覚
醒
篇
②
﹈

第
2
巻　
ま
え
が
き　
6

　
　
　
　
「
手
が
か
り
を
追
っ
て
い
け
ば
よ
い
だ
け
だ
…
…
」 

　
　
　
　

│
│
操
作
者
の「
血
筋
」は
シ
ュ
メ
ー
ル
、
バ
ビ
ロ
ン
へ
と
さ
か
の
ぼ
る
！

こ
の
世
界
最
大
の
謎
は
、
シ

共

時

性

ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
に
導
か
れ
て
解
明
さ
れ
る
！　
18

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
ム
ー（
レ
ム
リ
ア
）の「
黄
金
の
時
代
」　
22

地
殻
大
変
動
と「
人
間
の
堕
落
」で
滅
亡
し
た「
クヘ

シ
オ
ド
ス
も
描
い
た
「
楽
園
」
時
代

リ
タ
・
ユ
ガ
」　
26

明
日
か
も
し
れ
な
い
│
│
黄
金
の
時
代
が
滅
び
、
石
器
時
代
へ
転
落
！　
33

第
４
章
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原発
明
・
発
見
は
全
て
再
発
明
・
再
発
見

始
人
は
天
才
だ
っ
た
証
拠
が
な
ぜ
次
々
と
発
見
さ
れ
て
い
る
の
か
⁉ 　
35

大
洪
水
後
の
世
界
│
│
全
て
の
道
は
シ

再
浮
上
し
た
高
度
文
明
の
一
つ

ュ
メ
ー
ル
に
通
ず
！　
41

同
一
の
知
識
、
異
な
る
経
路
│
│
未
来
な
ど
な
く
、
あ
る
の
は
今
の
瞬
間
の
可
能
性　
46

血エ
リ
ー
ト筋（

ブ
ラ
ッ
ド
ラ
イ
ン
）│
│
過
去
6
0
0
0
年
間
人地

球
規
模
の
「
ビ
ツ
グ
ブ
ラ
ザ
ー
」
国
家
を
作
る

類
の
方
向
付
け
を
し
て
き
た
者
た
ち
！　
52

地
球
規
模
に
な
っ
た
バ
ビ
ロ
ン
ド
ン（
ロ

キ
リ
ス
ト
教
仮
面
バ
チ
カ
ン

ー

マ
と
ロ大

英
金
融
帝
国

ン
ド
ン
）　
59

邪
悪
な
秘
密
結
社
を
操
る
血ア

ト
ラ
ン
テ
イ
ス
と
ム
ー筋

の
大
黒
魔
術
師　
61

本
当
の
知
識
は
血イ

ル
ミ
ナ
テ
イ筋

だ
け
が
独
占
、
下フ

リ
ー
メ
イ
ソ
ン
、
キ
リ
ス
ト
教
団
以
下々

に
は
知
ら
せ
ず　
65

姿
を
隠
し
た
独
裁
権
力
│
│
鉄
格
子
な
き
監ア

メ
リ
カ獄

で
自
由
を
満マ

ン
喫キ

ツ　
69

　
　
　
　
「
ど
う
ぞ
家
に
お
上
が
り
く
だ
さ
い
」と
蠅
を
誘
う
蜘
蛛 

　
　
　
　

│
│
蜘
蛛
の
最
も
重
要
な
執
行
部
隊
は
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
！

イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
巨
大
な
蜘ウ

エ

ブ

蛛
の
巣
│
│
ど
こ
か
ら
で
も
か
ら
め
取
る　
76

第
５
章

SAMPLE



イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
重
要
組
織「
フ羊

の

皮

を

着

た

狼

ェ
ビ
ア
ン
協
会
」の
手
口
は「
全ト

ー
タ
リ
ア
ン
・
テ
イ
ツ
プ
ト
ー

体
主
義
の
忍
び
足
」　
84

フ
ェ
ビ
ア
ン
・
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
直
営
大
学
Ｌ卒

業
生
に
デ
ー
ヴ
イ
ツ
ド
・
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
、
ジ
ヨ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
、
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
パ
ー
ル
他

Ｓ
Ｅ（
ロ
ン
ド
ン
大
学
政
経
学
部
）　
88

オジ
ヨ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
の
『
１
９
８
４
年
』
も

ル
ダ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
の『
す
ば
ら
し
い
世
界
』は
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
内
部
リ
ー
ク
情
報　
92

地
球
独
裁
│
│
ピ人

は
自
分
が
属
す
る
階
層
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
穴
蔵
）
し
か
知
ら
な
い
。
全
体
像
な
ど
知
る
由
も
な
い
。

ラ
ミ
ッ
ド
の
中
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
あ
る
入
れ
子
構
造　
94

超ス
ー
パ
ー
・
ス
テ
イ
ト

国
家
Ｅ
Ｕ
は「
ヨビ

ル

ダ

ー

バ

ー

グ

・

グ

ル

ー

プ

傘

下

ー
ロ
ッ
パ
・
フ
ァ
シ
ス
ト
・
共
産
主
義
国
家
」　
101

イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
純サ

ラ
ブ
レ
ツ
ド

血
種
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
が
Ｅ
Ｕ
創
設　
106

「
反意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
か
ら
締
め
出
す

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」を
冷
凍
す
る
Ｅ
Ｕ
は
、
予
算
の
１
割
を
毎
年
、
詐
欺
・
不
正
で
費
消　
108

人「
欧
州
憲
法
」
反
対
の
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
を
「
リ
ス
ボ
ン
条
約
」
で
陥
落
、
「
リ
ス
ボ
ン
条
約
」
反
対
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
、
二
度
目
の
国
民
投
票
で
ひ
つ
く
り
返
す

々
の
考
え
は
気
に
し
な
い

│
こ
う
し
て
少
数
が
多
数
を
支
配
す
る
！　
110

「
連
合
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
│
│
血情

容

赦

な

き

地

球

規

模

の

独

裁

体

制

筋
の
看
板
男
オ
バ
マ
が
や
り
た
が
っ
て
い
る
こ
と
！　
112

「
自
由
」貿
易
と
は
、
搾
取
・
濫
用
の
自
由　
119

長
年
の
計
画
│
│
ジ優

生
学
者
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
デ
イ
博
士
の
地
球
監
獄
国
家
構
築
の
悪
魔
的
提
言
が
日
々
、
着
々
と
実
現
中

ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
と
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
の
本
の
先
を
見
よ
！　
120

新
世
界
シ
ス
テ
ム
に
順
応
で
き
な
い
人
間
は
、「
人人

々
は
簡
単
に
消
え
る
！

道
的
に
処
分
」さ
れ
る　
126

SAMPLE



　
　
　
　
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
た
ち 

　
　
　
　

│
│「
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
発
明
」を
押
し
進
め
、
利
用
し
尽
く
す
シ
オ
ニ
ス
ト
／ 

　
　
　
　
ハ
ザ
ー
ル
人
の
正
体

ロモ
ル
ガ
ン
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
、
ハ
リ
マ
ン
も

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
も
配
下
│
│
ロ地

球
規
模
の
犯
罪
者
、
権
力
欲
に
狂
つ
た
大
量
虐
殺
マ
ニ
ア

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
と
い
う
血
筋
も「
蜘
蛛
」の
代
理
人　
130

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
が
ユ
ダ
ヤ
人
│
│
最
も
残
酷
な
作
り
話
、
実
は
シハ

ザ

ー

ル

人

ュ
メ
ー
ル
人
！　
134

聖
書
記
述
の「
登サ

ウ
ル
、
ダ
ビ
デ
、
ソ
ロ
モ
ン

場
人
物
」、
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
は
、
全イ

ス
ラ
エ
ル
の
ア
キ
レ
ス
腱

て
捏
造　
135

シ
ュ
メ
ー
ル
・
ハ
ザ
ー
ル
由
来
の
マニ

ム

ロ

ド

の

子

孫

ジ
ャ
ー
ル
人
、
フ
ン
人
、
イヘ

ブ
ラ
イ
語
と
は
無
縁

デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
、
鉤
鼻
、
頭ス

カ
ル
キ
ヤ
ツ
プ

蓋
帽　
141

支
配
層
の
アシ

ユ
メ
ー
ル
人
・
ハ
ザ
ー
ル
人

シ
ュ
ケ
ナ
ジ
、
二
級
市
民
の
セス

ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身

フ
ァ
ル
デ
ィ
、
ど
ち
ら
も
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
無
関
係　
147

ユ「

離

散

ユ

ダ

ヤ

人

」

な

ど

ダ
ヤ
人
の
公
式
の
歴
史
は
、
ロ自

ら
が
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
で
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
が
創
作
し
た
噓　
152

六ヘ
キ
サ
ゴ
ン

芒
星
は
、「
赤ロ

ー
ト
シ
ル
ト

い
盾
」ロ悪

魔

崇

拝

一

族

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た　
156

ソ
連
・
ア
メ
リ
カ
・
ナ
チ
ス
・
Ｆ
Ｒ
Ｂ
・
Ｃ
Ｆ
Ｒ
・
黒
人
運
動
、
全
て
操
る
ロシ

オ

ニ

ス

ト

ス
チ
ャ
イ
ル
ド　
159

第
６
章

SAMPLE



と
に
か
く
マ
ネ
ー
だ
│
│
黒世

界
の
富
（
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
血
筋
家
系
に
流
れ
込
む
シ
ス
テ
ム

魔
術
師
が
支
配
す
る
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
目
標　
164

無
か
ら
生
じ
る
マ悪

魔
の
利
子
つ
き

ネ
ー
│
│
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
が
享
受
し
て
い
る
窃
盗
と
搾
取　
169

無グ
リ
ー
ン
バ
ツ
ク
や
銀
証
券

利
子
マ
ネ
ー
は
ロ踏

め
ば
殺
害
（
リ
ン
カ
ー
ン
、
ケ
ネ
デ
イ
）

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の「
虎
の
尾
」　
172

好倒
産
も
よ
し
、
担
保
は
戦
利
品
だ
！

況
と
不
況
も
意
の
ま
ま
│
│
利
子
は
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
最
強
兵
器　
175

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
家
系
が
国
を
支
配
す
る
テス

パ
コ
ン
駆
使
の
「
略
奪
的
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
」

ク

ニ

ッ

ク　
181

無
謀
に
も「
毒血

筋
の
金
融
シ
ス
テ
ム

蛇
の
巣
窟
」に
戦
い
を
挑い

ど
ん
だ
ア幸

い

に

も

暗

殺

未

遂

！

ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
領　
186

悪
魔
の
臭
い
│
│
そ奴

隷
解
放
を
唱
え
な
が
ら
世
界
中
の
奴
隷
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
を
支
配

こ
に
は
必
ず
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
影
が
あ
る
！　
188

　
　
　
　
シ
オ
ン
の
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム（
巨
大
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
） 

　
　
　
　

│
│
ユ
ダ
ヤ
人
と
は
関
係
な
い
！　
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
な
の
だ
‼ 

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は「
シ

「
聖
書
」
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
と
カ
バ
ラ

オ

ニ

ズ

ム
」で
ユ
ダ
ヤ
人
を
詐
称
し
、
搾
取　
194

ユ
ダ
ヤ
人
を
撲
滅
す
る
ロユ

ダ

ヤ

人

を

偽

装

す

る

悪

魔

崇

拝

者

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
、
サ
バ
タ
イ
・
ツ
ヴ
ィ
、
ヤ
コ
ブ
・
フ
ラ
ン
ク　
198

第
７
章

SAMPLE



パイ

ス

ラ

エ

ル

建

国

レ
ス
チ
ナ
乗
っ
取
り
画
策
の
英ウ

オ
ル
タ
ー
・
ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
が
仕
切
る
「
円
卓
」
メ
ン
バ
ー

外
相
バ
ル
フ
ォ
ア
卿　
205

テ「
民
族
浄
化
」

ロ
リ
ス
ト
の
歴

ベ
ン
＝
グ
リ
オ
ン
、
ベ
ギ
ン
、
シ
ヤ
ミ
ー
ル
、
シ
ヤ
ロ
ン

代

首

相
に
資
金
・
武
器
提
供
の
ロイ

ス
ラ
エ
ル
建
国
は
あ
く
ま
で
手
段

ス
チ
ャ
イ
ル
ド　
208

標
的
に
さ
れ
た
パア

ラ

ブ

人

レ
ス
チ
ナ
を
待
ち
受
け
る
冷騙

さ
れ
土
地
を
奪
わ
れ
撲
滅
さ
れ
る

酷
な
シ
ナ
リ
オ　
212

同根
本
か
ら
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

情
も
慈
悲
も
な
い
│
│
ロパ

レ
ス
チ
ナ
人
を
殺
す
か
追
い
出
す

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ズ
ム「
大
イ
ス
ラ
エ
ル
」　
221

地パ
レ
ス
チ
ナ
の
子
供
た
ち
は
逮
捕
さ
れ
、
暴
力
尋
問
、
性
的
虐
待
も

球
上
で
最
も
人
種
差
別
が
激
し
い
国
イ
ス
ラ
エ
ル　
233

大イ
ス
ラ
エ
ル
を
助
け
パ
レ
ス
チ
ナ
を
挫
く

虐

殺
税
│
│
あア

メ
リ
カ
人
一
人
当
た
り
年
５
０
０
ド
ル

な
た
が
収
め
た
税
は
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
が
使
っ
て
い
る
！　
236

イロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
の
所
有
物

ス
ラ
エ
ル
の
核
兵
器
保
有
に
は
、
全オ

バ
マ
は
じ
め
マ
ス
メ
デ
イ
ア
も

世

界
が
騒非

難
・
批
判
せ
ず

が
な
い　
244

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
ロ圧

力
団
体

ビ
ー　
Ａア

メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
公
共
問
題
委
員
会

Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
完右

を
向
い
て
も
左
を
向
い
て
も
ネ
オ
コ
ン
派

全
支
配
す
る
米
国　
245

「
イロ

ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
の
圧
力
団
体

ス
ラ
エ
ル
の
友
」が
完労

働
党
・
保
守
党
・
自
由
民
主
党
・
官
僚

全
支
配
す
る
英
国　
247

ササ
ウ
ド
家
の
起
源
は
ユ
ダ
ヤ
商
人
モ
ル
ダ
ハ
イ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
正
体
は
、「
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
」　
252

門最
大
最
凶
の
人
種
差
別
主
義
者
は
ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト

番
│
│
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
い
う
欺
瞞　
256

Ａ名
誉
毀
損
防
止
同
盟

Ｄ
Ｌ
創
設
の
目
的
は
イロ

ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト

ス
ラ
エ
ル
と
モ
サ
ド
の
悪
事
暴
露
を
封
じ
る
た
め　
259

自「
人
権
マ
フ
イ
ア
」
の
「
人
権
」
独
裁
体
制

己「
憎
悪
」者
を
中
傷
│
│
シユ

ダ
ヤ
人
を
利
用
し
尽
く
す
秘
密
結
社

オ
ニ
ズ
ム
は
恐
怖
政
治
の
別
名
！　
267

SAMPLE



ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
は「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」教
育
も
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
！　
274

「
ナ
チ
ス
狩
り
」は
、
本
命
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
家
、
ブ
ッ
シ
ュ
家
、「
死ヨ

ー
ゼ
フ
・
メ
ン
ゲ
レ

の
天
使
」は
見
逃
す　
281

自「
良
い
ユ
ダ
ヤ
人
」
は
ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
だ
！

分
を
憎
悪
す
る「
悪
い
ユ
ダ
ヤ
人
」│
│
レフ

イ
ン
ケ
ル
ス
タ
イ
ン
、
ノ
ー
ム
チ
ヨ
ム
ス
キ
ー
、
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
コ
ウ
な
ど

ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
批
判
は
許
さ
な
い　
282

虚ほ
ん
の
一
例
＝
ア
ブ
・
ニ
ダ
ル
は
モ
サ
ド
工
作
員

偽
の「
イ
ス
ラ
ム
」テ
ロ
リ
ス
ト
│
│
ロテ

ロ

↓

厳

重

な

管

理

↓

戦

争

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
何
で
も
創
作
す
る
！　
286

「
シテ

オ
ド
ル
・
ヘ
ル
ツ
ル
も
関
与

オ
ン
長
老
の
議
定
書
」を「
反『

ザ
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
主
張

ユ
ダ
ヤ
主
義
の
捏
造
書
」と
捏
造
し
た
ア
レ
ン
・
ダ
レ
ス　
288

SAMPLE



い
つ
の
時
代
の
人
々
も
、
過
去
の
世
代
よ
り
知
性
が
高
く
な
っ
た
と
想
像
し
、

未
来
の
世
代
は
自
分
た
ち
よ
り
も
愚
か
に
な
る
と
想
定
す
る
。 

 

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル

第
４
章

「
手
が
か
り
を
追
っ
て
い
け
ば
よ
い
だ
け
だ
…
…
」

│
操
作
者
の「
血
筋
」は
シ
ュ
メ
ー
ル
、
バ
ビ
ロ
ン
へ

と
さ
か
の
ぼ
る
！

SAMPLE



18

こ
の
世
界
最
大
の
謎
は
、
シ

共

時

性

ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
に
導
か
れ
て
解
明
さ
れ
る
！

　
私
に
訪
れ
た
想
像
を
絶
す
る
「
覚
醒
」
に
よ
る
混
乱
と
戸
惑
い
は
、
初
期
段
階
の
解
明
を
も
た
ら
し
、
私

は
自
分
自
身
が
本
当
に
想
像
を
絶
す
る
旅
を
始
め
た
こ
と
に
気
付
い
た
。

　
共シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
イ

時
性
（
見
か
け
は
偶
然
の
一
致
）
に
よ
り
、
私
に
大
き
な
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
断ピ
ー
ス片
を
与
え
て
く
れ

る
人
々
、
本
、
資
料
、
経
験
に
導
か
れ
た
。
そ
し
て
、
1
9
9
2
年
に
な
る
と
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
絵
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
最
初
か
ら
私
に
は
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
チ
グ
リ
ス
と
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の

「
二
つ
の
川
に
挟は
さ
ま
れ
た
土
地
」、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
は
、
シ
ュ
メ
ー

ル
、
バ
ビ
ロ
ン
、
カ
ル
デ
ア
、
そ
し
て
現
在
で
は
イ
ラ
ク
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
ば
れ
方
を
し
て
き
た
。

　
私
は
、
常
に
本
を
読
ん
で
は
シ
ュ
メ
ー
ル
と
バ
ビ
ロ
ン
に
関
す
る
記
述
に
注
目
し
、
ま
た
、
霊
能
者
や
出

会
っ
た
人
々
か
ら
（
簡
潔
な
も
の
が
多
か
っ
た
が
）
話
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
も
意
識

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
だ
が
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
に
、「
エ
リ
ー
ト
」
の
血
筋
（
家
系
）
が
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
古
典
的
著
作
『
一
九
八

四
年
』
の
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー
の
よ
う
に
中
央
集
権
化
し
た
地
球
支
配
を
樹
立
す
る
目
的
で
、
世
界
の
出
来
事

を
制
御
し
て
い
る
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
ど
う
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
く
の
か
？　
何
が

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

タルスス

ビブロス
シドン
テーベ

ギザ

バールベック
ダマスカス

エデッサ

ハラン

ニネヴェ
ニムロド

シッパル
バビロン

キシュ
ニップール

ラルサ
ウル
エリドゥ

黒海

地中海

死海

カスピ海
ユーフラテス川

チグリス川

アナトリア／小アジア／トルコ

エジプト

シュメール

レバノン

図16　メソポタミアの地、特にシュメールとバビロンは、私が覚醒した直後から
私のテーマだった。

SAMPLE
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我々はまさに肉体コンピュータ①

人間の身体が本質的にコンピュータであることを裏付け
る事実として、細胞が生物的コンピュータのチップであ
ること、我々の身体にはその細胞が75兆個もあることほ
ど説得力のある事実はない。研究者で医学部の教授だっ
たブルース・リプトンは、『信じることの生物学（The 
Biology of Belief）』〔邦訳『「思考」のすごい力』PHP研
究所〕という著書に、細胞について研究した内容（特に
細胞膜のこと）を書いている。彼は、細胞膜は「門扉と
経路を備えた液晶の半導体」であることを発見したが、
コンピュータのチップもまた「門扉と経路を備えた液晶
の半導体」と定義される。

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

起
き
て
い
て
、
私
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？　
疑
問
が
続
出
し
た
。

　
だ
が
、
何
週
間
、
何
カ
月
、
何
年
と
調
べ
て
い
る
内
に
、
霧
が
去
り
始
め
、
驚
き
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
浮
上

し
て
き
た
。
1
9
9
0
年
代
の
初
頭
以
降
、
導
き
を
受
け
な
が
ら
解
明
し
た
こ
と
を
本
に
し
て
き
た
が
、
特

に
私
の
最
大
の
著
書
『
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
イ
ク
の
世
界
陰
謀
ガ
イ
ド
』〔
邦
訳
『
恐
怖
の
世
界
大
陰
謀

（
上
・
下
）』
三
交
社
〕
に
ま
と
め
て
あ
る
。
そ
の
た
め
本
書
で
は
、
過
去
の
著
書
で
述
べ
た
情
報
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
パ
ズ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
き
た
か
経
緯
が
分
か
る
程
度
に
述
べ
る
こ
と
に
し
、
新
た
な
レ

ベ
ル
の
解
明
に
向
け
て
話
題
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
専
念
し
た
い
と
思
う
。

「
現
実
」
に
関
し
て
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。「
現リ
ア
リ
テ
イ実」
と
は
何
か
？　
我
々
は
誰
な
の
か
？　
我
々
は
ど
こ

に
い
る
の
か
？　
い
か
に
し
て
我
々
の
現
実
認
識
は
操
ら
れ
、
他
の
人
間
が
望
む
通
り
に
「
世
界
」
を
認
識

す
る
よ
う
条
件
付
け
さ
れ
て
い
る
の
か
？　
ど
う
す
れ
ば
、
心
マ
イ
ン
ド
を
打
ち
破
っ
て
根コ
ン
シ
ヤ
ス
ネ
ス

源
意
識
に
突
入
し
、
こ

の
監
獄
を
か
つ
て
の
よ
う
な
楽
園
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
？　
私
の
著
述
活
動
に
な
じ
み
が
な
く
初
め

て
聞
く
方
は
、
私
の
言
っ
て
い
る
こ
と
の
大
半
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
が
不
可
能
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
そ
の
不
信
感
は
一
時
停
止
し
て
も
ら
っ
て
、
諦あ
き
ら
め
ず
に
読
ん
で

も
ら
え
ば
、
ペ
ー
ジ
を
追
う
ご
と
に
、
点
と
点
が
線
で
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
世
界
は
、
表
向
き
に
見

え
て
い
る
姿
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
。
今
ま
で
私
の
著
述
に
親
し
ん
で
き
た
方
に
と
っ
て
も
、
驚
き
の
情

報
が
用
意
し
て
あ
る
。

SAMPLE
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で
は
こ
れ
か
ら
、
1
9
9
0
年
以
来
、
信
じ
ら
れ
な
い
共
時
性
に
導
か
れ
て
私
が
解
明
し
て
き
た
ス
ト
ー

リ
ー
を
紹
介
し
よ
う
。
な
る
べ
く
私
が
解
明
し
た
順
序
で
記
述
し
た
い
と
思
う
。
本
章
で
は
、
基
本
的
な
事

実
を
概
説
し
、
追
っ
て
詳
細
部
分
を
付
加
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
ム
ー
（
レ
ム
リ
ア
）
の
「
黄
金
の
時
代
」

　
地
震
、
火
山
噴
火
、
津
波
に
よ
っ
て
海
の
底
に
没
し
て
い
っ
た
土
地
の
こ
と
は
、
世
界
中
に
無
数
の
神
話

や
伝
説
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
高
度
に
発
達
し
た
文
明
に
は
、
文
化
圏
に
よ
っ
て
異
な
る
名
前
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
最
も
有
名
な
の
が
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
ム
ー
（
レ
ム
リ
ア
）
で
あ
る
。
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス

は
大ア
ト
ラ
ン
テ
イ
ツ
ク

西
洋
に
、
ム
ー
は
太
平
洋
に
位
置
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

　
一
部
の
研
究
者
は
、
こ
の
伝
説
は
失
わ
れ
た
惑
星
の
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
そ
の
残ざ
ん
滓し

が
小ア
ス
テ
ロ
イ
ド
ベ
ル
ト

惑
星
帯
だ
と

主
張
し
て
い
る
。
私
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
事
実
を
裏
付
け
る
根
拠
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
可
能

性
も
留
保
し
て
お
き
た
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
質
学
的
な
時
間
の
ス
ケ
ー
ル
で
比
較
的
最
近
に
、
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
や
ム
ー
の
終し
ゆ
う

焉え
ん

の
伝
説
を
残
す
よ
う
な
地
殻
の
激
変
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ

の
惨
事
が
、
世
界
中
の
古
代
の
神
話
や
伝
説
と
し
て
記
録
さ
れ
、
地
質
学
や
生
物
学
で
発
見
さ
れ
る
よ
う
な

痕
跡
を
残
し
た
。

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

アジア

オーストラリア

北アメリカ

南アメリカ

アフリカ

ヨーロッパ

ムー（レムリア）
アトランティス

図17　アトランティスとムーが存在していたと言われているおよその位置。

SAMPLE
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我々はまさに肉体コンピュータ②

リプトンは述べている。

私はさらに真剣に生体膜とシリコンの半導体を比
較・対照してみた。そして両者が本質的に同じ定義
をされることが偶然ではないことに気付き、しばし
驚嘆した。細胞膜は、構造的にも機能的にも、本当
にシリコンのチップと同じだった。

電子機器やチップに使用されている半導体の基本的
な部品はシリコン結晶であり、それでカリフォルニ
ア州の「シリコン・バレー」とか「シリコン経済」
と呼ばれる。科学者は、DNAには、カーボン・ナ
ノチューブに似た、稀有な超伝導特性があることを
発見している。DNAと細胞は、まさに肉体コンピ
ュータのハードディスクの部品なのである。

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

　
聖
書
に
も
「
大
洪
水
」
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
聖
書
よ
り
も
古
い
話
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

ノ
ア
と
大
洪
水
の
物
語
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
（
紀
元
前
4
0
0
0
年
〜
紀
元
前
2
0
0
0
年
）
や
バ
ビ
ロ
ン

（
紀
元
前
2
0
0
0
年
〜
紀
元
前
3
0
0
年
）
な
ど
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
諸
文
明
に
あ
っ
た
物
語
を
、
ほ

と
ん
ど
逐ち
く
語ご

的
に
繰
り
返
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
イ
ラ
ク
の
場
所
で
回
収
さ
れ
た
粘タ
ブ
レ
ツ
ト

土
板
に
こ
う
し
た

記
述
が
あ
り
、
聖
書
よ
り
も
何
千
年
も
昔
に
起
源
が
あ
る
。
そ
こ
に
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
と
い
う
男
が
登
場
す

る
が
、
こ
れ
を
聖
書
で
は
「
ノ
ア
」
に
差
し
換
え
て
い
る
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
叙
事
詩
に

は
、
大
洪
水
が
あ
っ
た
こ
と
、
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
は
家
族
と
動
物
を
救
う
た
め
に
箱
舟
を
作
っ
た
こ
と
、
洪

水
が
退ひ

い
た
か
ど
う
か
鳥
に
視
察
に
行
か
せ
た
こ
と
、
箱
舟
は
最
終
的
に
山
の
上
に
辿た
ど
り
着
い
た
こ
と
な
ど
、

ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
話
が
あ
る
。

　
別
の
洪
水
物
語
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
、「
神
々
」
が
人
間
を
滅
ぼ
す
こ
と
を
決
め
、「
エ
ン
キ
」
と
い
う
神

が
祭
司
王
の
ジ
ウ
ス
ド
ラ
に
洪
水
が
近
い
こ
と
を
警
告
す
る
。
大
き
な
船
を
作
り
、「
獣
と
鳥
」
を
乗
せ
る

よ
う
に
指
示
す
る
。
雨
と
洪
水
が
終
わ
る
と
、
ジ
ウ
ス
ド
ラ
は
、
太
陽
の
神
ウ
ツ
に
感
謝
し
て
頭
を
垂
れ
る
。

　
古
代
イ
ン
ド
で
は
「
ノ
ア
」
は
マ
ヌ
と
呼
ば
れ
、
他
に
も
、
名
前
は
異
な
る
が
同
じ
よ
う
な
話
が
、
バ
ビ

ロ
ン
（
ノ
ア
が
ア
ト
ラ
ハ
シ
ス
に
な
っ
て
い
る
）、
カ
ル
デ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ッ
シ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
、
ロ
ー
マ
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
、
ド
イ
ツ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
、
ト
ル
コ
、

ペ
ル
シ
ャ
、
中
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
シ
ベ
リ
ア
、
ビ
ル
マ
、
朝
鮮
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
マ
ト

SAMPLE
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ラ
、
イ
ス
ラ
ム
信
仰
、
ケ
ル
ト
の
伝
承
、
そ
し
て
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
太
平
洋
の
先
住
民
た
ち
に
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
話
に
は
、
並
外
れ
た
地
球
の
変

動
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
海
を
沸
騰
さ
せ
る
よ
う
な
灼し
や
く

熱ね
つ
、
火
を
噴
く
山
々
、
太
陽
と
月
の
消
滅
に
よ
る

暗
黒
、
雨
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
血
と
氷
と
岩
、
地
球
の
反
転
、
空
の
落
下
、
大
地
の
隆
起
と
陥
没
、
大
陸
の

消
失
、
氷
河
期
の
到
来
な
ど
だ
が
、
ほ
ぼ
全
て
の
伝
承
に
、
異
常
な
洪
水
は
共
通
し
て
お
り
、
水
の
壁
が
地

球
を
一
掃
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

地
殻
大
変
動
と
「
人
間
の
堕
落
」
で
滅
亡
し
た
「
ク

ヘ
シ
オ
ド
ス
も
描
い
た「
楽
園
」時
代

リ
タ
・
ユ
ガ
」　

　
古
代
人
は
、
こ
れ
が
「
黄
金
の
時
代
」
を
終
焉
さ
せ
た
と
述
べ
て
お
り
、
大
変
動
と
そ
れ
に
次
ぐ
「
人
間

の
堕
落
」
に
よ
っ
て
黄
金
の
時
代
が
滅
び
た
こ
と
が
世
界
中
の
言
い
伝
え
に
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
詩
人

ヘ
シ
オ
ド
ス
は
、
こ
の
「
堕
落
」
以
前
の
世
界
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
人
は
、
神
々
の
よ
う
に
、
欠
陥
も
激
情
も
な
く
、
苛い
ら
立だ

ち
も
労
苦
も
な
く
、
生
き
て
い
た
。
神
聖
な

存
在
と
仲
良
く
し
な
が
ら
、
平
穏
と
喜
び
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
お
互
い
の
信
頼
と
愛
で
結
ば
れ
、

完
全
な
平
等
を
保
ち
な
が
ら
と
も
に
生
き
て
い
た
。
地
球
は
今
よ
り
も
美
し
く
、
豊
か
な
種
類
の
果
実

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

が
自
然
に
生な

っ
て
い
た
。
人
間
と
動
物
は
同
じ
言
語
で
話
し
、
互
い
に
（
テ
レ
パ
シ
ー
で
）
意
思
疎
通

し
て
い
た
。
大
人
は
一
〇
〇
歳
の
少
年
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
加
齢
に
よ
る
衰
弱
は
な
く
、

上
位
の
生
命
領
域
に
移
る
と
き
も
、〔
死
と
い
う
よ
り
も
〕
穏
や
か
な
休
眠
だ
っ
た
。

　
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
伝
承
に
は
、「
ユ
ガ
」
と
い
う
時
代
認
識
が
あ
る
。
ク
リ
タ
・
ユ
ガ
は
、「
世
俗
の
欲
望
」

も
な
く
、
病
気
も
恐
怖
も
な
い
黄
金
時
代
だ
っ
た
。
常
に
喜
び
と
幸
福
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
人
々
が
必
要
な

も
の
は
、「
心
で
願
う
だ
け
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
自
ず
と
大
地
か
ら
生
じ
た
」
と
い
う
。
そ
の
後
、

楽
園
は
終
焉
し
、
次
の
ユ
ガ
に
は
、
聖
書
が
「
人
間
の
堕
落
」
と
呼
ぶ
も
の
が
現
れ
た
。
恐
怖
、
苦く

悶も
ん
、
病

気
、
精
神
的
苦
痛
、
物
質
へ
の
執
着
と
い
っ
た
五
感
の
現
実
で
あ
る
。
生
存
競
争
に
明
け
暮
れ
、
短
命
と
衰

弱
が
蔓ま
ん
延え
ん
し
た
今
日
の
時
代
の
観
点
か
ら
は
、
ク
リ
タ
・
ユ
ガ
の
世
界
を
想
像
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

実
際
に
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
再
び
そ
ん
な
時
代
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。

　
地
殻
の
大
変
動
と
、
邪
悪
な
勢
力
の
介
入
に
よ
り
、
黄
金
の
時
代
は
終
焉
を
迎
え
た
。
お
お
ま
か
に
1
万

5
0
0
0
〜
1
万
4
0
0
0
年
前
、
1
万
3
0
0
0
〜
1
万
1
0
0
0
年
前
、
8
0
0
0
〜
7
0
0
0
年
前

の
3
つ
の
時
代
に
起
き
た
変
動
を
含
め
、
地
球
に
は
数
多
く
の
異
常
な
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
地
質
学
・

生
物
学
的
痕
跡
と
な
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
研
究
者
の
Ｄ
・
Ｓ
・
ア
ラ
ン
と
Ｊ
・
Ｂ
・
ド
レ
ー
ル
は
、

『
地
球
が
死
に
か
け
た
時
（W

hen the Earth N
early D

ied

）』
と
い
う
優
れ
た
著
作
に
お
い
て
、
古
代
の

SAMPLE



28

言
い
伝
え
と
地
質
学
・
生
物
学
的
な
痕
跡
を
比
較
検
証
す
る
と
、
同
じ
出
来
事
を
伝
え
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
多
く
の
人
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
と
か
、
ア
ル
プ
ス
山
脈
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
が
、
現
在
の
高
さ
に
な

っ
た
の
が
、
ほ
ん
の
1
万
3
0
0
0
〜
1
万
1
0
0
0
年
前
頃
だ
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
。
ペ
ル
ー
と
ボ
リ

ビ
ア
の
国
境
に
あ
る
チ
チ
カ
カ
湖
は
、
約
1
万
3
0
0
0
フ
ィ
ー
ト
の
高
さ
に
あ
り
、
航
海
可
能
な
湖
と
し

て
は
世
界
で
最
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
辺
り
の
大
部
分
は
、
1
万
3
0
0
0
年

前
に
は
海
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
有
名
な
歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
者
の
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ッ

テ
ン
ボ
ロ
が
、
山
岳
地
帯
を
取
材
し
て
、
魚
な
ど
海
の
生
物
の
化
石
が
あ
る
の
を
紹
介
し
て
い
た
の
を
思
い

出
す
。
魚
が
山
に
や
っ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
地
質
学
的
な
感
覚
で
言
え
ば
最
近
ま
で
、
そ
の
山
々
は
海
の

中
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
プ
ラ
ト
ン
（
4
2
7
〜
3
4
7
Ｂ
Ｃ
）
が
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
そ
の
崩
壊
に

つ
い
て
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
著
作
『
法
律
』
の
中
で
、
大
洪
水
が
低
地
を
覆お
お
っ
た
後
に
、
高
地
で
農
業
が

始
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
植
物
学
者
の
ニ
コ
ラ
イ
・
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ロ
フ
は
、
世
界
中
か
ら
5
万
件
以
上
の
植

物
を
収
集
し
て
研
究
し
、
全
て
の
原
産
地
は
、
た
っ
た
8
カ
所
（
全
て
山
岳
地
帯
）
に
絞
ら
れ
る
と
結
論
を

出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
有
形
の
証
拠
と
古
代
か
ら
の
伝
承
を
総
合
す
れ
ば
、
地
球
が
壮
大
な
地
殻
変
動
を
、

一
度
で
は
な
く
何
度
も
、
経
験
し
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
明
白
で
あ
る
。
古
代
の
記
録
に
残
る
規
模
の
津

波
で
は
、
平
方
イ
ン
チ
当
た
り
2
ト
ン
の
圧
力
が
地
表
面
に
か
か
り
、
数
時
間
の
内
に
、
山
岳
地
帯
を
形
成

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

我々はまさに肉体コンピュータ③

現在、三進法のコンピュータが開発されており、プラス
1と 0とマイナス1の 3つの値で演算する。インプット
に単純に反応する 1 （電荷あり）か 0 （電荷なし）かの
オン・オフ状態だけでなく、マイナス 1という選択肢が
加わることで、差し迫った仕事に関連がないと思われる
情報を無視することが可能になり、大幅にコンピュータ
の能力は向上する可能性がある。実は人間の脳も、同じ
二進法、三進法のシステムで動いていると聞いても、も
う驚くことはないだろう。

SAMPLE
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環太平洋火山帯

大西洋
中央海嶺

●印は火山

図18　極めて不安定な大西洋中央海嶺は、アトランティスがあったとされる場所
を横断している。ムー（レムリア）は、環太平洋火山帯と同じ地域に存在したと
言われる。

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

し
、
全
て
を
化
石
に
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
変
動
で
あ
れ
ば
、
地
球
の
「
進
化
」
の
時
間
的
な
尺
度
を
簡
単
に

狂
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ
。
今
日
の
人
造
石
も
、
こ
れ
と
同
等
の
圧
力
を
か
け
て
製
造
さ
れ
て
い
る
。

　
何
ら
か
の
壮
大
な
出
来
事
が
、
ほ
と
ん
ど
一
瞬
の
内
に
、
地
球
の
表
面
を
様
変
わ
り
さ
せ
た
こ
と
を
示
す

証
拠
が
広
範
に
存
在
す
る
。
無
傷
の
ま
ま
化
石
と
な
っ
た
木
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
科
学
者
が
言
う
よ
う

に
時
間
を
か
け
て
化
石
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
木
は
朽
ち
て
し
ま
う
。
一
瞬
で
化
石
に
な
っ
た
の
で
な
け

れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。
瞬
間
的
に
氷
結
し
た
地
域
も
あ
り
、
マ
ン
モ
ス
が
食
事
の
姿
勢
で
立
っ
た
ま
ま
氷
に

閉
じ
込
め
ら
れ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
発
見
は
、
い
ず
れ
も
、
世
界
各
地
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
古

代
の
物
語
の
正
し
さ
を
裏
付
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
私
は
本
書
の
執
筆
中
に
、
こ
う
し
た
地
質
的
な
惨
事

が
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
ん
な
手
段
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
か
、
理
解
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
衝
撃
の
内
容
は

後
述
す
る
。

　
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
は
、
大
西
洋
中
央
海か
い
嶺れ
い
に
位
置
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
海
嶺
は
、
4
万
マ
イ
ル
も
続

く
裂
け
目
の
筋
の
一
部
で
あ
り
、
4
つ
の
大
き
な
地
殻
プ
レ
ー
ト
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
北
米
、
カ

リ
ブ
海
の
各
プ
レ
ー
ト
）
が
出
会
い
、
衝
突
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
地
質
的
に
は
極
め
て
不
安
定
な
場
所

で
、
地
震
と
火
山
噴
火
の
主
な
発
生
源
の
一
つ
で
あ
る
。
ム
ー
（
レ
ム
リ
ア
）
は
、
断
層
線
と

「
環リ
ン
グ
・
オ
ブ
・
フ
ア
イ
ア

太
平
洋
火
山
帯
」
の
地
質
活
動
に
包
囲
さ
れ
た
場
所
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
な
ど
の
島
は
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
大
陸
の
残
存
部
で
あ
り
、
太
平
洋
の
島
々
は
ム
ー
大
陸
の
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一
部
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
と
カ
ナ
リ
ア
諸
島
（
鳥
の
カ
ナ
リ
ア
で
は
な
く
、
犬
を
意

味
す
る
「
ケ
イ
ナ
イ
ン
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
）
は
、
プ
ラ
ト
ン
が
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
末
期
と
し
た
時
期

に
、
広
範
囲
な
火
山
活
動
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
著
作
、『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
と

『
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
』
に
お
い
て
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
終
焉
時
期
を
約
1
万
1
0
0
0
年
前
と
し
て
い
る
よ

う
だ
。
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
の
海
底
に
は
、
地
質
学
的
に
そ
れ
ほ
ど
古
く
な
い
時
期
に
変
動
が
あ
っ
た
痕
跡
が
あ

る
。
海
水
中
で
1
万
5
0
0
0
年
以
内
に
分
解
す
る
タ
キ
ラ
イ
ト
溶
岩
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
他
に
も
、
こ

の
海
域
が
こ
の
時
期
に
陸
地
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
が
あ
る
。
例
え
ば
、
水
深
1
万
5
0
0
0
〜
1
万
8

4
4
0
フ
ィ
ー
ト
か
ら
回
収
し
た
砂
の
分
析
が
あ
る
。
海
洋
学
者
の
モ
ー
リ
ス
・
ユ
ー
イ
ン
グ
は
、『
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
の
記
事
で
、「
大
地
が
2
、
3
マ
イ
ル
沈
没
し
た
か
、
ま
た
は
、
現
在
よ

り
も
海
が
2
、
3
マ
イ
ル
低
か
っ
た
か
、
ど
っ
ち
か
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
驚
異
的
な
結
論
だ
」
と
述
べ

て
い
る
。

　
地
質
学
・
生
物
学
的
な
痕
跡
に
よ
る
と
、
今
日
の
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
周
辺
の
土
地
を
沈
没
さ
せ
た
火
山
活
動

は
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
ア
メ
リ
カ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
結
ん
で
い
た
「
ア
パ
ラ

チ
ア
」
と
い
う
陸り
く
塊か
い
の
分
裂
・
沈
没
の
あ
っ
た
時
期
と
一
致
す
る
。
沈
没
の
深
さ
ま
で
密
接
に
相
関
し
て
い

る
。
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
地
域
に
関
す
る
痕
跡
は
、
元
の
ム
ー
大
陸
や
太
平
洋
で
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
バ
ミ
ュ
ー
ダ
、
フ
ロ
リ
ダ
南
部
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
挟
ま
れ
た
バ
ミ
ュ
ー
ダ
三ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

角
海
域
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

に
つ
い
て
は
、
長
年
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
海
域
は
、
し
ば
し
ば
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
に
関
連
が
あ
る
と

さ
れ
て
き
た
。
海
没
し
た
建
物
、
壁
、
道
路
、
ス
ト
ー
ン
・
サ
ー
ク
ル
、
さ
ら
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
群
ら
し
き
も

の
ま
で
が
、
三
角
海
域
内
の
ビ
ミ
ニ
島
付
近
の
バ
ハ
マ
堆た
い
の
水
中
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
憶お
く
測そ
く
は
さ

ら
に
加
熱
し
た
。
壁
や
道
が
交
差
す
る
線
を
描
い
て
い
る
の
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
実
に
世
界
中
で
、
沈
没

し
た
都
市
や
構
造
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

明
日
か
も
し
れ
な
い
│
│
黄
金
の
時
代
が
滅
び
、
石
器
時
代
へ
転
落
！

　
こ
の
地
球
上
に
「
知
的
生
命
体
」（
と
し
ば
し
ば
誤
っ
て
言
わ
れ
る
も
の
）
が
登
場
し
た
の
は
、
一
般
の

科
学
が
信
じ
て
い
る
よ
り
も
、
ず
っ
と
昔
で
あ
る
。
こ
れ
を
示
す
証
拠
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
既
存

の
科
学
の
権
威
は
、
単
純
に
こ
れ
を
無
視
し
て
、
公
式
版
の
人
類
史
を
守
り
通
し
て
い
る
。「
大
洪
水
」
の

前
の
世
界
は
、
現
在
よ
り
も
遥
か
に
発
達
し
た
技
術
を
持
つ
「
黄
金
時
代
」
の
地
球
社
会
だ
っ
た
。「
時
間
」

の
経
過
と
と
も
に
技
術
が
進
歩
す
る
と
い
う
常
識
か
ら
す
る
と
、
奇
抜
な
話
か
も
し
れ
な
い
。
我
々
は
、
暗

黙
の
内
に
、
人
類
の
発
展
の
「
先
端
」
に
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
だ
が
、
そ
う
だ
ろ
う
か
？

　
世
界
各
地
の
文
明
の
遺
跡
を
見
る
と
、
そ
の
当
時
に
し
て
は
相
当
に
進
ん
だ
技
術
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
。
か
つ
て
エ
ジ
プ
ト
に
あ
っ
た
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
文
明
と
今
日
の
エ
ジ
プ
ト
を
比
較
し
て
み
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る
と
よ
い
。
シ
ュ
メ
ー
ル
（
イ
ラ
ク
）
も
そ
う
だ
。
イ
ン
カ
帝
国
と
比
べ
て
今
日
の
南
米
は
ど
う
だ
ろ
う

か
？　
他
に
も
世
界
中
に
同
様
の
例
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
要
す
る
に
、
人
間
の
「
文
明
」
や
知
識
は
、
時

代
と
と
も
に
進
化
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
退
化
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

「
黄
金
の
時
代
」
を
滅
ぼ
し
た
激
し
い
変
動
が
、
今
日
の
地
球
社
会
に
発
生
し
た
ら
ど
う
な
る
か
、
想
像
し

て
み
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
一
瞬
の
内
に
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
原
始
的
な
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

現
在
の
世
界
か
ら
電
気
が
な
く
な
っ
た
ら
、
ど
ん
な
生
活
に
な
る
か
考
え
て
み
る
と
よ
い
。
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
を
ハ
リ
ケ
ー
ン
「
カ
ト
リ
ー
ナ
」
が
襲
っ
た
と
き
、
ど
う
な
っ
た
か
？　
他
に
も
そ
ん
な
自
然
災
害
の

例
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
ハ
イ
チ
地
震
の
よ
う
な
地
震
が
発
生
し
た
後
の
荒
廃
し
た
状
態
を
想
像
し
て
み
よ

う
。
そ
ん
な
地
震
が
世
界
的
な
規
模
で
発
生
す
れ
ば
救
援
活
動
も
期
待
で
き
な
い
が
、
そ
う
す
る
と
ど
ん
な

生
活
に
な
る
だ
ろ
う
か
？　
食
う
か
食
わ
れ
る
か
の
世
界
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
の
状
態
、
自
分
の

食
糧
・
安
全
・
住
居
は
自
分
で
見
つ
け
る
生
活
、
自
由
競
争
の
無
法
状
態
だ
。
そ
の
後
、
何
千
年
も
経
つ
内

に
、
現
在
我
々
が
持
っ
て
い
る
技
術
の
情
報
も
損
な
わ
れ
、
急
速
に
失
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
神

話
や
伝
説
の
中
だ
け
に
保
存
さ
れ
る
状
態
と
な
り
、
そ
れ
も
次
第
に
狂
っ
た
話
、
想
像
上
の
作
り
話
だ
と
思

わ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
多
く
の
人
々
は
日
常
と
比
べ
て
あ
ま
り
に
も
奇
抜
な
の
で
、
現
在
の
よ

う
な
世
界
が
存
在
し
た
と
は
信
じ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
我
々
に
は
、「
我
々
に
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
と
考
え
る
癖
が
あ
り
、
か
つ
て
は
宇
宙
旅
行
と

SAMPLE
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──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

い
う
考
え
も
嘲ち
よ
う

笑し
よ
う

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
殻
変
動
後
の
社
会
の
公
式
な
歴
史
は
、
人
類
が
再
び
あ
る
程

度
の
レ
ベ
ル
ま
で
技
術
的
に
復
活
し
た
後
に
、
よ
う
や
く
記
録
さ
れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
な
っ
て
よ

う
や
く
、
そ
れ
ま
で
口
述
で
世
代
か
ら
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
た
内
容
に
基
づ
き
、
象
徴
表
現
を
使
っ

て
過
去
の
出
来
事
を
書
き
残
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
技
術
が
復
活
す
る

に
は
、
地
殻
変
動
か
ら
何
千
年
も
経
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
地
球
に
大
惨
事
を
も
た
ら
し
、「
黄

金
の
時
代
」
を
終
焉
さ
せ
た
出
来
事
の
後
に
起
き
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
れ
だ
っ
た
。

原発
明
・
発
見
は
全
て
再
発
明
・
再
発
見

始
人
は
天
才
だ
っ
た
証
拠
が
な
ぜ
次
々
と
発
見
さ
れ
て
い
る
の
か
⁉ 

　
主
流
の
「
科
学
」
は
、
自
ら
の
現
状
を
維
持
す
る
た
め
に
、
否
定
し
た
り
無
視
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

我
々
の
目
の
前
に
は
、
古
代
・
前
史
世
界
に
発
達
し
た
知
識
が
あ
っ
た
証
拠
が
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
世

界
各
地
に
は
、「
原
始
」
的
な
人
々
に
は
建
設
で
き
な
か
っ
た
は
ず
の
「
謎
」
の
建
造
物
が
存
在
す
る
。
現

代
の
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
、
建
設
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
レ
バ
ノ
ン
の
ベ
イ
ル
ー
ト
の
北
東
に
あ
る
バ

ー
ル
ベ
ッ
ク
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
8
0
0
ト
ン
の
重
量
が
あ
る
3
つ
の
巨
大
な
石
が
あ
り
、
こ
の
石
は
、
少
な

く
と
も
3
分
の
1
マ
イ
ル
を
移
動
し
て
、
壁
の
高
い
位
置
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
何
千
年
も
前
の
こ
と
だ
。

す
ぐ
近
く
に
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
3
機
分
の
重
量
に
相
当
す
る
1
0
0
0
ト
ン
の
別
の
塊
か
た
ま
り
も
あ
る
。
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ど
う
や
っ
た
ら
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
の
か
？　
公
式
版
の
歴
史
で
は
、
こ
の
疑
問
を
追
求
す
る
と
、
と

ん
で
も
な
い
結
論
に
行
き
着
き
か
ね
な
い
た
め
、
答
を
出
し
た
く
な
い
。
ペ
ル
ー
に
は
、
4
4
0
ト
ン
も
の

石
で
築
か
れ
た
神
殿
な
ど
の
遺
跡
が
あ
る
。
古
代
都
市
テ
ィ
ア
ワ
ナ
コ
で
は
、
1
0
0
ト
ン
の
ブ
ロ
ッ
ク
が

金
属
の
留ク
ラ
ン
プ
め
具
で
連
結
さ
れ
て
い
る
。
約
1
万
1
0
0
0
年
前
の
遺
跡
だ
。
ペ
ル
ー
に
は
、
謎
め
い
た
ナ
ス

カ
の
線
画
も
あ
る
。
地
表
面
を
削
っ
て
地
下
の
白
い
部
分
を
露
出
さ
せ
る
こ
と
で
線
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
手
法
で
、
動
物
、
魚
、
昆
虫
、
鳥
を
見
事
に
描
い
て
い
る
。

　
図
画
は
、
一
筆
書
き
の
よ
う
に
一
本
の
連
続
し
た
線
で
描
か
れ
て
お
り
、
あ
ま
り
に
も
巨
大
な
た
め
、
1

9
3
9
年
に
こ
の
付
近
を
飛
行
機
が
行
き
交
う
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
全
体
像
が
判
明
し
た
も
の
も
あ
る
。

ペ
ル
ー
の
リ
マ
東
北
部
の
マ
ル
カ
ウ
ア
シ
台
地
へ
の
探
検
中
に
、
1
万
年
以
上
前
の
岩
面
彫
刻
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
動
物
や
人
物
の
彫
像
だ
が
、
そ
の
大
半
は
、
北
極
熊
、
セ
イ
ウ
チ
、
ア
フ
リ
カ
の
ラ
イ
オ
ン
、
ペ

ン
ギ
ン
、
恐
竜
の
ス
テ
ゴ
ザ
ウ
ル
ス
な
ど
、
現
地
に
住
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
恐
竜
の
こ
と
を
科
学
が
認

識
し
た
の
は
1
8
8
0
年
代
で
あ
り
、
ス
テ
ゴ
ザ
ウ
ル
ス
は
1
9
0
1
年
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ナ
ス
カ
、

バ
ー
ル
ベ
ッ
ク
、
ギ
ザ
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
驚
き
の
精
密
さ
と
規
模
で
作
ら
れ
た
謎
の
人
工
物
を
可
能
に

し
た
知
識
は
、
黄
金
時
代
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
人
と
ム
ー
人
の
も
の
で
あ
り
、
大
洪
水
の
後
は
、
後
で
述
べ

る
が
、「
選
ば
れ
た
民
」
が
握
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
古
代
の
構
築
物
、
神
殿
、
ス
ト
ー
ン
・
サ
ー
ク
ル
、
立り
つ
石せ
き
（
メ
ン
ヒ
ル
）
は
、
太
陽
と
月
、
一
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」
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図19　レバノンのバールベック。ジャンボジェット 3機分の重量の石を使った工
事を古代人が行っている。「原始人」にできることだろうか？　できたみたいだ。
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部
の
恒
星
系
に
合
わ
せ
て
正
確
に
配
置
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
地
球
全
体
で
相
互
に
精
密
な
位

置
関
係
を
保
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
建
設
の
技
術
や
設
計
は
、
世
界
各
地
で
共
通
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
が
、
そ
れ
は
ず
っ
と
昔
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
古
代
の
世
界
は
分
断
し
た
り
孤
立
し
て
い
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
1
8
8
5
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
精
密
に
機
械
加
工
さ
れ
、
成
形
さ
れ
た
金
属
の
立
方
体
が
石

炭
の
塊
か
た
ま
り
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
石
炭
層
の
年
代
か
ら
し
て
、
30
万
年
前
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
1
8
4
4
年
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
ミ
ル
ズ
で
、
8
フ
ィ
ー
ト
の
岩
に

埋
め
込
ま
れ
た
金
糸
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
岩
は
、
6
0
0
0
万
年
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
墳
墓
か
ら
電
池
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
弾
丸
が
撃
ち
込
ま
れ
た
前
史
時
代
の
動
物
の
骨
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
かヒ

ー

ル
か
と
の
付
い
た
現
代
的
な
靴
の
跡
が
、
5
5
0
万
年
前
の
鉱
物
層
で
見
つ
か
っ
て
い

る
。
貝
殻
に
彫
刻
さ
れ
た
人
間
の
顔
が
、
2
0
0
〜
2
5
0
万
年
前
の
赤
い
岩
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
南

ア
フ
リ
カ
で
は
、
何
百
個
も
の
完
全
な
球
形
の
金
属
が
、
30
億
年
前
の
鉱
物
層
か
ら
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
1

億
3
5
0
0
万
年
〜
6
5
0
0
万
年
前
の
白
亜
紀
の
地
層
か
ら
、
恐
竜
の
残ざ
ん
滓し

と
一
緒
に
人
間
そ
っ
く
り
の

形
を
し
た
足
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ケ
ル
・
Ａ
・
ク
レ
モ
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｌ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
の

『
禁
じ
ら
れ
た
考
古
学
（Forbidden A

rchaeology

）』
な
ど
の
優
れ
た
著
作
に
、
世
界
各
地
に
あ
っ
た
高

度
な
技
術
の
事
例
が
無
数
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

図20　ペルーのナスカの地上絵。その全体像は飛行機から見なければ把握できな
い。

SAMPLE
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だ
が
、
ど
う
し
て
、
こ
う
し
た
発
見
が
あ
る
の
に
、
公
式
版
の
「
歴
史
」
は
書
き
換
え
ら
れ
な
い
の
だ
ろ

う
か
？　
ど
う
し
て
学
校
で
教
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
？　
こ
れ
ま
で
20
年
間
、
私
が
明
か
し
て
き
た
よ
う
に
、

主
流
の
「
科
学
」
は
、
エ
リ
ー
ト
血
筋
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
お
り
（
特
に
研
究
資
金
の
操
作
に
よ
る
）、

真
実
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
偽
の
歴
史
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
エ
リ
ー
ト

家
系
が
そ
う
し
た
い
の
か
は
後
述
す
る
。
地
球
と
人
類
の
歴
史
は
、
学
校
や
大
学
で
教
え
ら
れ
「
事
実
」
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
。
ム
ー
の
存
在
と
歴
史
を
専
門
に
研
究
し
た
ジ

ェ
イ
ム
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ワ
ー
ド
大
佐
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
い
く
つ
も
の
文
明
が
誕
生
・
完
成
し
て
は
忘
却
さ
れ
る
と
い
う
過
程
が
、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
地
球
上
に
新
し
い
も
の
な
ど
、
あ
り
は
し
な
い
。
現
在
あ
る
も
の
は
、
過
去
に
あ
っ
た
も
の

だ
。
我
々
が
学
び
、
発
見
す
る
も
の
は
、
全
て
過
去
に
存
在
し
て
い
た
。
我
々
の
発
明
・
発
見
は
、
再

発
明
・
再
発
見
に
過
ぎ
な
い
。

　
古
代
の
伝
説
に
記
さ
れ
た
破
滅
に
よ
り
、
技
術
が
失
わ
れ
た
た
め
、
再
発
見
す
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。
基
本
的
に
は
、
人
類
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
モ
ン
テ
シ
ノ
ス
（
南

米
の
年
代
記
を
初
め
て
整
理
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
の
一
人
）
が
収
集
し
た
イ
ン
カ
人
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

イ
ン
カ
帝
国
は
、
地
殻
変
動
の
前
と
後
で
そ
れ
ぞ
れ
別
の
帝
国
だ
っ
た
と
い
う
。
生
活
に
必
要
な
条
件
を
備

え
た
高
い
山
（
お
そ
ら
く
有
名
な
「
失
わ
れ
た
都
市
」
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
だ
ろ
う
）
に
避
難
し
て
生
き
延
び
た

人
々
は
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
ク
ス
コ
に
戻
り
、
再
出
発
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
洪
水
の
前
の
時
代
の

人
々
の
ほ
う
が
、
そ
の
後
の
人
々
よ
り
も
技
術
的
に
高
度
で
あ
り
、
世
代
を
重
ね
る
ご
と
に
本
来
の
知
識
は

歪ゆ
が
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
仕
舞
い
に
は
、
記
憶
の
大
半
は
、
世
界
中
の
神
話
と
伝
説
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
現

で
象
徴
化
さ
れ
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
保
持
さ
れ
る
だ
け
に
な
っ
た
。

大
洪
水
後
の
世
界
│
│
全
て
の
道
は
シ

再
浮
上
し
た
高
度
文
明
の
一
つ

ュ
メ
ー
ル
に
通
ず
！

　
大
洪
水
前
の
水
準
に
は
と
う
て
い
及
ば
な
い
と
は
い
え
、
同
時
代
の
他
の
人
類
よ
り
は
遥
か
に
進
ん
だ
新

文
明
が
登
場
す
る
に
は
何
千
年
も
の
歳
月
が
必
要
だ
っ
た
。

　
新
文
明
が
興
っ
た
の
は
、
中
米
、
南
米
の
イ
ン
カ
文
明
（
大
洪
水
後
の
帝
国
）、
西
ア
フ
リ
カ
、
エ
ジ
プ

ト
、
シ
ュ
メ
ー
ル
、
イ
ン
ダ
ス
川
の
低
地
、
中
国
な
ど
で
あ
る
。
一
般
の
歴
史
家
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
（
聖
書

の
シ
ナ
ー
ル
の
地
）
が
「
文
明
の
揺ゆ

り
籠か
ご
」
だ
と
す
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
地
殻
変
動
で
破
壊
さ
れ

た
「
黄
金
の
時
代
」
の
後
に
、
再
浮
上
し
た
大
洪
水
後
の
高
度
文
明
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
シ

ュ
メ
ー
ル
は
、
人
類
の
歴
史
に
と
っ
て
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
1
9
9
0
年
3
月
に
霊
能

SAMPLE
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図21　「大洪水」の地殻変動から回復して出現した高度文明。南米のインカ文明
（大洪水後の帝国）、西アフリカ、エジプト、シュメール、インダス川の低地、中
国など。

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

者
と
出
会
っ
て
以
来
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
地
」
の
情
報
が
私
の
関
心
圏
に
押

し
寄
せ
て
き
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

　
シ
ュ
メ
ー
ル
の
時
代
は
、
詳
細
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
る
も
の
の
、
紀
元
前
4
0
0
0
年
か

ら
紀
元
前
2
0
0
0
年
の
間
の
数
千
年
に
相
当
す
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
カ
ル
デ
ア
、
ア
ッ
シ

リ
ア
、
バ
ビ
ロ
ン
な
ど
他
の
人
々
が
、
シ
ュ
メ
ー
ル
の
土
地
を
引
き
継
い
で
い
っ
た
。
シ
ュ
メ
ー
ル
人
は
、

山
岳
地
帯
か
ら
、「
肥ひ

沃よ
く
な
三
日
月
地
帯
」（
現
在
の
イ
ラ
ク
）
に
定
住
し
に
や
っ
て
き
た
が
、
ア
フ
リ
カ
を

経
由
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
シ
ュ
メ
ー
ル
人
は
、
大
洪
水
後
（
ノポ
ス
ト
・
デ
イ
ル
ー
ビ
ア
ン

ア
の
洪
水
後
）
に
初
め
て
都
市
に
居
住

し
、
壁
、
道
路
、
外
洋
航
海
の
船
を
建
造
し
た
人
々
だ
っ
た
。
シ
ュ
メ
ー
ル
人
は
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、

高
度
に
発
達
し
た
知
識
と
洗
練
さ
れ
た
技
術
を
備
え
て
登
場
し
た
よ
う
で
あ
る
。
今
日
の
我
々
が
当
然
と
思

っ
て
い
る
「
人
類
初
」
の
1
0
0
件
以
上
が
、
6
0
0
0
年
以
上
前
の
シ
ュ
メ
ー
ル
に
あ
る
。
天
文
学
を
始

め
た
の
も
シ
ュ
メ
ー
ル
人
で
あ
り
、
書
き
言
葉
を
発
達
さ
せ
、
裁
判
制
度
で
法
律
を
執
行
し
、
農
業
と
畜
産

を
始
め
た
の
も
シ
ュ
メ
ー
ル
人
で
あ
る
。
一
般
に
は
過
去
2
0
0
年
間
に
よ
う
や
く
「
発
見
」
さ
れ
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
惑
星
の
存
在
も
知
っ
て
い
た
。
歴
史
で
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
、
ロ
ー
マ
、
ギ
リ
シ
ャ
が
当
時

と
し
て
は
相
当
進
歩
し
て
い
た
と
喧け
ん
伝で
ん
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
明
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
か
ら
受
け
継
い

だ
知
識
に
基
づ
い
て
お
り
、
後
で
説
明
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
シ
ュ
メ
ー
ル
の
「
神
々
」
か
ら
受
け
継
い
だ
も

の
で
あ
る
。

SAMPLE
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バ
ビ
ロ
ン

地
中
海

黒
海

コ
ー
カ
サ

ス
高
地

カスピ海
ヴ
ァン
湖

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川

チ
グ
リス
川

紅海
ペ
ル
シ
ャ
湾

ス
キ
タ
イ

ア
ラ
ビ
ア
海

イン
ダ
ス
川

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈

ベ
ン
ガ
ル
湾

ギ
リシ
ャ

小
ア
ジ
ア

クレ
タ
島

シリ
ア

チ
ベ
ット

中
国

ガ
ン
ジ
ス
川

シ
ュ
メー
ル

ア
ラ
ビ
ア

エ
ジ
プト

ア
フリカ

イ
ン
ダ
ス
文
明

図22　大洪水の後で「突然」、高度に発達した 3つの文明が出現した。シュメー
ル（バビロン）、エジプト、インダス川の文明は、相互に密接につながっている。

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

　
い
わ
ゆ
る
シ
ュ
メ
ー
ル
人
の
本
当
の
起
源
は
、
何
千
年
も
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
我
々
の
「
時
間
」
感
覚
で

何
万
年
も
続
い
た
黄
金
の
時
代
に
あ
る
。
シ
ュ
メ
ー
ル
人
の
歴
史
は
、
主
に
粘タ
ブ
レ
ツ
ト

土
板
な
ど
19
世
紀
に
な
っ
て

か
ら
発
掘
さ
れ
た
史
料
に
基
づ
い
て
再
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
こ
の
粘
土
板
の
こ
と
を

「
シ
ュ
メ
ー
ル
の
粘タ
ブ
レ
ツ
ト

土
板
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
2
0
0
3
年
の
イ
ラ
ク
侵
攻
と
組
織
的
な
博
物
館
の
収

奪
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
値
段
の
つ
け
よ
う
の
な
い
遺
物
が
何
千
件
も
失
わ
れ
た
。
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
重
大

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
は
、
そ
の
内
に
分
か
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
紀
元
前
1
9
0
0
年
頃
に
最
後
の
王
朝
が
滅
亡
し
た
後
、
シ
ュ
メ
ー
ル
の
書
記
官
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に

定
住
し
て
シ
ュ
メ
ー
ル
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
遥
か
前
か
ら
の
、
深
遠
な
歴
史
を
編
集
し
た
。
後
に

バ
ビ
ロ
ニ
ア
年
代
記
と
な
る
こ
の
書
物
に
は
、
彼
ら
の
王
は
24
万
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

何
が
あ
っ
た
の
か
理
解
す
る
た
め
に
は
、
洪
水
前
の
発
達
し
た
社
会
の
知
識
や
人
間
の
系
統
が
、
洪
水
後
の

発
達
し
た
社
会
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
地
殻
変
動
と
長
い
回
復
期
間
を
経

て
、
本
来
の
知
識
が
希
薄
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
他
に
も
理
由
が
あ
る
。
突
如
と
し
て
、

高
度
に
発
達
し
た
文
明
が
、
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ン
ダ
ス
川
（
現
在
の
イ
ン
ド
亜
大
陸
）
の
各
地
に
、
ほ
ぼ
同
時

期
に
出
現
し
た
。
通
常
の
歴
史
認
識
と
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
文
明
は
、
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
メ
ー

ル
の
支
配
と
影
響
を
受
け
た
単
一
の
帝
国
の
一
部
だ
っ
た
。
私
は
、
そ
の
根
拠
を
他
の
著
作
で
示
し
て
い
る
。

SAMPLE
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同
一
の
知
識
、
異
な
る
経
路
│
│
未
来
な
ど
な
く
、
あ
る
の
は
今
の
瞬
間
の
可
能
性

　
地
殻
変
動
ま
で
の
地
球
社
会
は
、
共
通
の
宗
教
と
知
識
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
大
変
動
の
後
遺

症
に
よ
り
、
複
数
の
孤
立
し
た
共
同
体
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
何
千
年
も
経
る
内
に
、
本
来
の
知

識
は
希
薄
化
し
、
歪
め
ら
れ
、
異
な
る
形
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
各
文
化
圏
に
あ
る

夥お
び
た
だし
い
数
の
神
話
、
名
称
、
儀
式
の
関
連
性
を
調
べ
れ
ば
、
共
通
す
る
テ
ー
マ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ

ろ
う
。
ズ
ー
ル
ー
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
、
ク
レ
ド
・
ム
ト
ゥ
ワ
が
、
私
の
た
め
に
何
度
か
「
骨
投
げ
」
を
し
て

く
れ
た
と
き
、
私
自
身
も
そ
れ
に
気
付
い
た
。
ク
レ
ド
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ボ
ル
に
彫
刻
さ
れ
た
動
物
の

骨
が
入
っ
た
籠か
ご
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
床
に
投
げ
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
着
地
点
の
位
置
関
係
を
見
る
こ
と

で
、
人
の
「
未
来
」
を
読
む
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
ル
ー
ン
文
字
の
石
を
投
げ
た
り
、
タ
ロ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
を
読
み
取
っ
た
り
す
る
こ
と

を
思
い
出
し
た
。
元
は
同
じ
知
識
で
、
手
法
が
違
う
だ
け
だ
。
こ
の
根
底
に
は
、「
全
て
は
振
動
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
」
と
い
う
共
通
の
知
識
が
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
物
質
は
「
固
形
」
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、

深
い
レ
ベ
ル
で
は
、
周
波
数
の
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
振
動
で
あ
る
。
人
間
の
肉
体
、
心
マ
イ
ン
ド、
感
情
も
、
こ

の
現
実
界
に
あ
る
も
の
は
、
例
外
な
く
そ
う
で
あ
る
。

SAMPLE
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第 4章　「手がかりを追っていけばよいだけだ……」

──操作者の「血筋」はシュメール、バビロンへとさかのぼる！

我々はまさに肉体コンピュータ④

テレビをアナログ放送からデジタル放送に切り替えると、
デジタル式の人間の脳に大幅に接続しやすくなり、人間
を操作する上で大きな意味があるのではないかと、私は
何年も前から感じている。

SAMPLE


